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　　新発田商業高校から当会へ

　　　　　　　　　　　　　　　寄付金授与
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　　　　　　こしじ水と緑の会助成事業

　　　　　　　当会の水路護岸保全事業
　　　　　　が採択

　こしじ水と緑の会・朝日酒造自然保護助成基金事業

の一つに、当会が申請した「イバラトミヨの生息する農業

用水路護岸の保全について」が認定されました。期間は

2010年４月１日～2011年８月31日で、費用約50万円の

事業です。

　市内久保地区のイバラトミヨ生息地土水路の護岸保全

強化として、崩れやすい側に板柵を、対面する側に粗朶

（そだ）柵を設置してその違いを調べるほか、生き物観

察会などの活動を予定しています。

　

　
　県立新発田商業高校では、授業の一環で「模擬会

社経営実習」を行っています。その会社で得た収益

が、当会へ寄付されることになり、同校で授与式が行

われました。

　この授業はスューデント、カンパニー、プログラム

（ＳＣＰ）と称し、毎年同校情報処理学科の3年生が取

り組むもので、生徒が株券を発行して資本金を募り、

模擬会社を設立。その会社で商品の開発、生産、販

売など、企業が取り組むべき内容を体験して経営の

実践を学ぶというカリキュラムです。

　模擬会社の1社がエコに注目した商品開発を行い、

エコバックや廃品回収の空瓶を利用した観葉植物の

販売で収益を上げ、株主総会を経て企業理念に合致

する加治川ネット21への寄付が決まったものです。

　この寄付金は、生徒一人一人の奮闘と苦労から生

み出された貴重な資金です。生徒皆さんの思いに応

えるべく、「自然」に関する事業に有効に使わせてい

ただきます。

　商業高校の皆さん、どうもありがとうございました。

そして今度はぜひ、加治川ネットの活動に参加してく

ださい。

　

　　　　今年の味噌はどんな味

　　　　　　　　　　好評、手前味噌づくり

　 加治川ネット春の恒例事業となった「手前味噌の会」

が、今年も３月中旬に米倉有機の里交流センターを

会場に開催されました。

　毎年、この事業を楽しみにしている人もいて、20人

の定員を大きく上回る申し込みがあり、主催者として

はうれしい限りです。子どもでも参加できる作業とあっ

て、親子連れも何組か見受けられ、麹と塩、大豆を混

ぜ合わせながら和気あいあい、親子ふれあいの場に

もなっていたようです。

　来年も３月頃に開催を予定しています。会場では、

次回の仮予約を受け付けましたが、ここにも大勢が

列を作っており、来年は広報などで参加者募集はし

なくてもよいくらいの盛況です。加治川ネット会員の皆

さんの中で、来年はぜひ参加したいと思っている方は、

事前予約をお願いします。会員割引もあります。予約

をした方には、近づきましたら、参加確認の連絡をさ

せていただきます。



　　　　　　　

　　

　

　　1月30日、新発田市生涯学習センターでNPO

法人新潟NPO協会が主催する「学校と地域を結

ぶ、あめつちの日in新発田　地域の教育力～実

践に学び、実践につなげる～」が開催され、当会

をはじめ学校関係者・公民館・NPOなど40名が

集まりました。

　NPOと学校の協働による総合学習の事例では、

当会やNPO法人「ユー＆ミーの会」、 同「はとの

会」などが発表。当会の若月理事長は、小学生

による環境学習発表会を通して、環境保全の大

切さを地域へ発信していく取組みを発表しました。

　事例発表の後、参加者は4班に分かれ、「学校・

公民館・地域の連携でこんなことができる・こん

なことをやりたい」をテーマに、ワークショップを

開催しました。短時間でしたが、思いを語り合い、

一人一人の得意分野を活かした連携を進めるた

め、積極的な情報発信が大切であること、その

情報を繋いで連携していく組織が大事であること

などを話し合いました。

あめつちの日　in 新発田

当会などがNPOと学校の協働事例を発表

２０１０年度
　　会費納入のお願い

　通常総会も終わり、当会の新年度がスタートしまし

た。総会資料と一緒に会費の振り込み用紙をお送り

しましたが、納めていただけましたでしょうか。皆さん

からの会費が、会の活動の重要な資金源です。まだ

のかたは早めの納入をお願いします。　　

　　　　　　　　加治川ネット２１の活動報告

　　 　　　　　　　　2010年1月1日～3月31日

【１月】

１月１０日　第６回全国雑煮合戦（ 参戦）

１月３０日　「学校と地域を結ぶあめつち

　　　　　　　の日in新発田」（活動発表）

【２月】

２月 ４日　平成２２年度 通常総会 開催

　　　　　　　記念講演「江戸時代はエコ時代」

　　　　　　　 講師：敬和学園大学 趙晤衍 準教授

２月１８日　県立新発田商業高等学校

　　　　　　　「スチューデントカンパニー」総会 出席

２月２５日　胎内市「地域の先生」合同勉強会

　　　　　　　基調講演（講師派遣）

２月２６日　財団法人 河川環境管理財団　

　　　　　　　「多様な関係者と連携した河川環境管理の推

　　　　　　　進方策検討業務（国土交通省）」状況調査の

　　　　　　　ため当会にヒアリング。理事長ほか対応

【３月】

３月 ３日　県立新発田商業高校スチューデント

　　　　　　　カンパニー「S.E.L」から企業寄付受領

３月　８日　新潟市立太田小学校　

　　　　　　　ビオトープ推進委員会 出席

３月１４日　手前味噌の会 開催（主催）

理事会： １月７日

定例会：２月４日、３月４日

編集会議： １月２８日：広報「水辺の広場11号」編集会議

３月２４日：広報校正

その他： １月 ９日：会計監査 実施、１月１４日：総会議案

発送業務、 １月１８日：加治川における水性生物の保全

に係わる環境基準水域類型指定（案）提出（新潟県へ）

　殿様街道てくてく旅　　順調な歩み

　　広報で毎回「殿様街道てくてく旅」のレポートを掲

載しています。これは当会会員有志が新発田（五十

公野御茶屋）を出発し旧街道を毎回少しずつ歩きつ

ないで「江戸」へ向かうもの。広報ではスペースを割

きながら掲載するため、まだ５日目の途中（会津坂下

付近）ですが、実際にはすでに10日を費やし、栃木県

大田原市まで歩きました。６月には宇都宮市を目指し

進みます。


